
　
　
　

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
朝
は
早
い
。
６
時
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
・

コ
タ
駅
に
、
満
員
の
通
勤
電
車
が
ゴ

ト
ゴ
ト
と
音
を
立
て
て
到
着
す
る
。

ド
ア
が
開
く
や
い
な
や
、
大
勢
の
乗

客
が
ホ
ー
ム
に
ど
っ
と
飛
び
出
し
て

き
た
。

　
「
以
前
は
激
し
い
渋
滞
の
中
、
車
で

２
時
間
以
上
か
け
て
通
勤
し
て
い
ま

し
た
が
、
運
転
本
数
が
増
え
て
か
ら

は
電
車
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
に
住
む
女
性

会
社
員
の
ア
ニ
ン
ジ
ャ
・
テ
ィ
ア
ス

さ
ん
。「
お
か
げ
で
通
勤
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
会
社
に
遅
刻
し
な
い
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
喜
ぶ
。

　

毎
年
６
％
前
後
の
経
済
成
長
率
を

記
録
し
、
安
定
し
た
発
展
を
続
け
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ

は
、
商
業
施
設
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
き
、
人

口
は
周
辺
都
市
圏
を
含
め
る
と
２
０

０
０
万
人
を
超
え
て
い
る
と
い
う
。

人
々
の
移
動
手
段
は
、
バ
イ
ク
、
車
、

タ
ク
シ
ー
、
乗
り
合
い
ミ
ニ
バ
ス
な

ど
の
道
路
交
通
が
中
心
。
通
勤
通
学

の
ピ
ー
ク
の
時
間
帯
と
も
な
れ
ば
、

〝
ジ
ャ
カ
ル
タ
名
物
〞
と
も
揶
揄
さ
れ

る
大
渋
滞
に
陥
る
。

　

そ
ん
な
〝
パ
ン
ク
寸
前
〞
の
都
市

交
通
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
が
１
９
８
０
年
代
か

ら
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
ジ
ャ
カ

ル
タ
郊
外
と
首
都
圏
を
結
ぶ
鉄
道
網

「
ジ
ャ
ボ
タ
ベ
ッ
ク
鉄
道
」※
の
整
備

だ
。
道
路
交
通
事
情
が
急
速
に
悪
化

す
る
一
方
で
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る

が
着
実
に
、
鉄
道
網
を
広
げ
て
き
た
。

84
年
当
時
、
５
万
人
強
に
過
ぎ
な
か

っ
た
鉄
道
利
用
客
は
、
２
０
１
０
年

現
在
で
約
36
万
人
に
ま
で
拡
大
。
今

で
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市
交
通
の
一
端

を
担
う
、
重
要
な
移
動
手
段
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
30
年
近
く
に
わ

た
り
支
え
て
き
た
の
が
日
本
だ
。
81

年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
大
都

市
圏
鉄
道
輸
送
計
画
調
査
」
を
実
施

し
、
駅
や
線
路
、
信
号
機
な
ど
、
老

朽
化
し
て
い
た
既
存
施
設
の
改
善
策

を
提
案
し
た
。
さ
ら
に
、
改
善
策
を

基
に
計
画
さ
れ
た
「
ジ
ャ
ボ
タ
ベ
ッ

ク
圏
鉄
道
近
代
化
事
業
1
〜
9
」
に

対
し
て
円
借
款
を
供
与
。
車
両
の
調

達
、
電
化
、
複
線
化
、
自
動
信
号
化
、

高
架
化
、
通
信
設
備
の
整
備
、
車
両

基
地
の
新
設
な
ど
、
都
市
鉄
道
の
運

営
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
を
ト
ー
タ

ル
で
構
築
し
て
き
た
。

　
「
な
ん
だ
か
見
た
こ
と
の
あ
る
車
両

だ
な
…
」

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
・
コ
タ
駅
に
入
っ
て

く
る
電
車
を
眺
め
て
い
た
ら
、
ふ
と

そ
ん
な
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
う
、

こ
れ
ら
の
車
両
は
、
は
る
ば
る
海
を

渡
っ
て
き
た
日
本
製
の
車
両
。
東
京

メ
ト
ロ
、
都
営
地
下
鉄
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

東
急
電
鉄
な
ど
、
こ
れ
ま
で
日
本
人

通
勤
客
の
足
と
な
っ
て
き
た
車
両
の

数
々
が
、
こ
こ
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
再
び

脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
一
つ
、
元
東
急
８
５
０
０
系

に
乗
り
込
み
、
南
へ
約
30
キ
ロ
の
町
・

デ
ポ
ッ
ク
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

赤
道
直
下
の
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

日
差
し
は
強
烈
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、

冷
房
が
効
い
た
車
内
は
快
適
。
壁
に

は
「
優
先
席
」
を
示
す
緑
色
の
マ
ー

ク
が
日
本
語
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
上
り
坂
に
入
り
、

高
架
上
の
レ
ー
ル
を
走
り
始
め
た
。

車
窓
か
ら
は
、
渋
滞
す
る
道
路
の
様

子
も
見
え
る
。

　
「
高
架
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
渋
滞

の
原
因
で
も
あ
っ
た
こ
の
辺
り
の
踏

切
を
す
べ
て
撤
去
し
ま
し
た
。
事
故

も
減
っ
て
安
全
性
は
大
き
く
向
上
し

て
い
ま
す
」

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
交
通
事
情
に
詳
し

い
靱
尚
太
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
に
よ
れ

ば
、
円
借
款
に
よ
る
鉄
道
シ
ス
テ
ム

の
整
備
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市
圏
に

大
変
革
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
か

つ
て
１
時
間
に
１
本
し
か
な
か
っ
た

運
転
本
数
も
、
高
架
化
や
電
化
、
信

号
シ
ス
テ
ム
の
改
良
な
ど
に
よ
り
「
今

で
は
10
〜
15
分
に
１
本
を
運
行
で
き
、

鉄
道
が
市
民
の
足
と
し
て
定
着
し
ま

し
た
」。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
問
題
も
抱
え

て
い
た
。
途
中
駅
に
停
車
中
の
と
き

〝
ジ
ャ
カ
ル
タ
名
物
〞

  

大
渋
滞 

市
民
の
足
と
し
て
定
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通
事
情
に
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変
革
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の
こ
と
。
反
対
路
線
に
入
っ
て
き
た

古
び
た
列
車
に
目
を
や
る
と
、
開
い

た
ま
ま
の
ド
ア
か
ら
体
が
は
み
出
し

て
い
る
人
、
屋
根
の
上
に
陣
取
る
人

な
ど
、「
満
員
」
と
い
う
言
葉
で
は
表

現
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
大
勢
の
人
が

〝
乗
っ
て
〞
い
る
で
は
な
い
か
―
。

　
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
」
に
ラ
ン
ク

さ
れ
る
こ
の
列
車
に
は
、
冷
房
も
、

ド
ア
も
、
な
い
。
自
動
ド
ア
や
冷
房

が
完
備
さ
れ
た
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

と
比
べ
、
運
賃
は
約
６
分
の
１
。
そ

の
た
め
か
、
車
内
は
〝
庶
民
〞
で
瞬

く
間
に
超
満
員
と
な
り
、
乗
り
切
れ

な
い
者
は
危
険
を
承
知
で
列
車
の
側

面
や
屋
根
の
上
に
席
を
見
つ
け
る
し

か
な
い
。
こ
う
し
た
実
情
に
、
ジ
ャ

ボ
タ
ベ
ッ
ク
鉄
道
を
運
行
す
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
鉄
道
会
社（
Ｐ
Ｔ
．Ｋ
Ａ
Ｉ
）

も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
乗
客
の
落

下
事
故
や
感
電
死
が
た
び
た
び
発
生

し
て
い
る
の
だ
。
最
大
の
原
因
は
、

絶
対
的
な
車
両
不
足
。
定
期
的
に
日

本
の
車
両
な
ど
を
入
れ
て
い
る
と
は

い
え
、
乗
客
の
増
大
に
車
両
数
が
追

い
つ
い
て
い
な
い
。
今
後
の
大
き
な

課
題
だ
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
・
コ
タ
駅
を
出
発
し

て
約
30
分
。
デ
ポ
ッ
ク
駅
で
下
車
し
、

「
デ
ポ
ッ
ク
車
両
基
地
」
を
訪
れ
た
。

奥
に
入
る
と
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
に
塗

り
替
え
ら
れ
た
日
本
の
車
両
も
ず
ら

り
と
並
ん
で
い
る
。
総
面
積
は
約
26

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
夜
間
な
ど
に
車
両
を

留
置
し
て
お
く
線
路
や
、
車
両
の
点

検
・
整
備
・
洗
浄
設
備
な
ど
が
完
備

さ
れ
た
、
東
南
ア
ジ
ア
最
大
級
の
施

設
だ
。
設
計
や
設
備
な
ど
に
、
日
本

の
車
両
基
地
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
多
く
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
以
前
は
基
地
の
数
が
足
り
ず
、
整

備
で
き
な
い
車
両
を
運
休
さ
せ
る
ケ

ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
は
全
車
両
を
定
期
的
に
点
検
・
整

備
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
列
車
の
運

行
も
安
定
し
て
き
ま
し
た
」
と
、
整

備
士
歴
30
年
の
タ
ウ
リ
ッ
プ
さ
ん
。

「
日
本
の
車
両
は
丈
夫
で
壊
れ
な
い

上
、
保
守
側
の
視
点
に
立
っ
た
設
計

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
し
や
す
い
ん
で
す
」。

　

車
両
基
地
を
後
に
し
て
再
び
デ
ポ

ッ
ク
駅
へ
。
そ
こ
か
ら
列
車
に
乗
り
、

終
点
の
ボ
ゴ
ー
ル
駅
に
向
か
っ
た
。

今
度
は
、〝
あ
の
〞
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
の
車
両
。
昼
下
が
り
の
車
内
は
ラ

ッ
シ
ュ
時
の
喧
騒
と
打
っ
て
変
わ
り
、

の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気
が
漂
う
。

　

円
借
款
に
よ
っ
て
91
年
に
複
線
化

さ
れ
た
こ
の
ボ
ゴ
ー
ル
線
。
一
日
の

運
行
本
数
は
片
道
で
約
85
本
、
利
用

者
数
は
８
万
人
に
上
る
。
高
速
道
路

に
次
ぐ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
中
心
部
へ
の

交
通
の
大
動
脈
と
し
て
、
今
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

　

円
借
款
を
中
心
に
数
多
く
の
鉄
道

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
き
た
と
同
時

に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
鉄
道
の
運
営
能
力
を

向
上
さ
せ
る
〝
ソ
フ
ト
面
〞
の
支
援

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

車
両
や
設
備
の
導
入
だ
け
で
な
く
、

運
転
、
保
守
、
管
理
と
い
っ
た
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い

な
け
れ
ば
、
安
全
な
運
行
は
不
可
能

だ
か
ら
だ
。
そ
の
代
表
例
が
、
92
〜

97
年
の
「
鉄
道
職
員
教
育
訓
練
シ
ス

テ
ム
近
代
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
鉄
道

の
運
営
や
保
守
に
関
す
る
職
員
教
育

の
シ
ス
テ
ム
を
Ｐ
Ｔ
．Ｋ
Ａ
Ｉ
な
ど
に

導
入
す
る
た
め
、
日
本
か
ら
専
門
家

を
派
遣
し
、
指
導
員
の
養
成
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
を
使
っ
た
実
務
訓
練
の
手
法
な
ど

を
伝
え
て
き
た
。

　

ま
た
04
年
か
ら
は
、「
鉄
道
運
営
に

係
る
安
全
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
。
頻
発
す
る
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
た
め
、Ｐ
Ｔ
．Ｋ
Ａ
Ｉ
な
ど

の
鉄
道
事
業
者
を
指
導
・
監
督
す
る

運
輸
省
鉄
道
総
局
に
対
し
、
安
全
や

運
行
管
理
の
強
化
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
組
織
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

現
在
、
鉄
道
総
局
や
Ｐ
Ｔ
．Ｋ
Ａ
Ｉ
の

重
役
の
中
に
は
、
旧
国
鉄
時
代
の
日

本
の
鉄
道
経
営
を
学
ん
だ
者
も
い
る
。

　

こ
う
し
た
協
力
を
通
じ
て
、
鉄
道

運
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
育
ち
始

め
て
い
る
。
鉄
道
総
局
車
両
安
全
局

の
ヘ
ル
マ
ン
ト
・
ド
ィ
ア
モ
コ
局
長

も
そ
の
一
人
だ
。「
日
本
に
行
っ
た
の

は
83
年
。
そ
の
時
に
見
た
日
本
の
車

掌
や
整
備
士
の
真
面
目
な
仕
事
ぶ
り

が
、
私
の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
」

と
振
り
返
る
。「
か
つ
て
ジ
ャ
ボ
タ
ベ

ッ
ク
鉄
道
は
、
都
市
鉄
道
と
し
て
運

行
し
て
い
く
た
め
の
車
両
も
設
備
も

ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
に
よ

る
支
援
が
な
か
っ
た
ら
、
今
の
姿
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
よ
り
多
く
の

人
々
を
安
全
に
運
ぶ
た
め
に
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
人
材
育
成
な
ど
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」。

　

他
方
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
中
心
部
で
は

２
０
１
６
年
の
開
業
を
目
標
に
地
下

鉄
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
、
円
借
款
に
よ
る
「
ジ
ャ
カ
ル
タ

都
市
高
速
鉄
道
事
業
」。
ジ
ャ
ボ
タ
ベ

ッ
ク
鉄
道
の
駅
と
地
下
鉄
が
接
続
す

る
こ
と
で
、
現
状
で
は
道
路
し
か
な

い
中
心
部
へ
の
移
動
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
の
が
目
的
だ
。
完
成
す
れ
ば
、

さ
ら
な
る
渋
滞
緩
和
に
つ
な
が
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
の
支
援
の
最
大
の
成
果
は
、

鉄
道
が
信
頼
で
き
る
乗
り
物
と
し
て
、

広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
」
と
靱
専
門
家
。「
日
本
の
車
両
が

走
っ
た
か
ら
こ
そ
、
鉄
道
が
快
適
か

つ
安
全
で
、
一
度
に
大
量
の
人
を
運

べ
る
、
優
れ
た
交
通
手
段
で
あ
る
こ

と
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
人
々
が
気
付
い

た
ん
で
す
」。

　

ジ
ャ
ボ
タ
ベ
ッ
ク
鉄
道
に
送
り
込

ま
れ
た
日
本
の
鉄
道
の〝
技
〞と〝
知
〞。

今
日
も
こ
こ
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
人
々
の

足
と
な
り
、
レ
ー
ル
音
を
刻
み
続
け

て
い
る
。

鉄
道
運
営
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
て
る

日
本
の
知
見
が
生
き
た

東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
車
両
基
地

ペ
ー
テ
ー
・
ケ
ー 「ジャカルタの鉄道のことなら任せてください」。靱専門家

は、現在、ジャカルタ地下鉄整備のアドバイザーを務める

東南アジア最大級の広さと設備を誇るデポック車両基地。鉄道需要の拡大によって車
両整備の重要性がますます高まる中で、同基地が果たす役割は大きい

「鉄道が定着しつつあるとはいえ、ジャカルタの交通全体に占める利用率は
まだ数パーセント。当面は10％程度まで引き上げることを目標に、輸送量を
強化していきたい」と、鉄道総局車両安全局のヘルマント局長

女性専用車両は、女性客から「安全で快適」と好評だ。日本の取り組みに倣い、2010年から新しく導入された

　ボゴール駅に到着すると、駅の一角で５～６人の青年たちが
デジタルカメラの画像を自慢し合っていた。「今度新しく導入され
た東京メトロ05系です！」。彼らは、インドネシアの鉄道雑誌の読
者の集まりで知り合ったという、“鉄ちゃん”こと熱狂的な鉄道
ファン。時間を見つけては情報交換をしたり、珍しい車両の撮影
に出掛けているという。
　一番のお気に入りは、何といっても日本製の車両。「日本で使
われていたころ、マメにメンテナンスしていたおかげで、30年たっ
た今でも故障しない」、「あの独特のデザインがたまらない」。そ
の魅力について語る彼らの目は、きらきらと輝いていた。

インドネシアにも“鉄ちゃん”が！
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